
ケーブル区画貫通措置部材

火災発生時に膨張、
断熱層を形成する耐火材。

ＦＰ005Ｋ 2106ＧN
2021年6月　改訂25版※印刷のため製品の色調は実物とは異なる場合があります。

※改良のため予告なく仕様変更する場合があります。

●認定書、評定書を確認の上、取扱説明書に従って正しく施工してください。
●水濡れや直射日光、高温下は避けて運搬・保管してください。
●紫外線や水、薬品等のかかるところや高温多湿の環境下、結露する場所では使用
　は避けてください。
●防水機能はありません。必要な場合には別途、防水処理を行ってください。
●壁用・床用の条件があるものは、用途に合わせてご使用ください。
●ケーブルや電線管の支持機能はありません。別途、支持固定を行ってください。
●内線規定を守って、施工してください。
●防火区画貫通について不明な点は、所轄の行政機関へご確認ください。
●床貫通部と壁貫通部の処理方法は、各々の大臣認定・消防評定に従って施工して
　ください。
●区画貫通措置以外の目的には使用しないでください。
●必要に応じて、保護具を着用してください。
●残材や使用後の廃材の処分は、法令及び地方自治体の条例に従ってください。

注意事項
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ク
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直ケーブル・
PF/CD管
（混合）

PF/CD管

ケーブル
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異種管継手

直ケーブル・
PF/CD管
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ケーブル
のみ

工法一覧

CD管
埋設工法

コンセント
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（中空壁）
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バスダクト

工法一覧
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関連法規
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製品一覧

遮
音
シ
ー
ト

コンセント
ボックス
（耐火遮音）

施工箇所別
 工法選定早見表

製品別
 工法選定早見表
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鋼製電線管用

ケーブル区画貫通措置部材

PS060WL-0268

P.13～14

片壁中空壁ALC/コンクリート壁 準耐火壁45分 ALC/コンクリート床

ケーブル直のみ

PS060FL-0290

P.13～14

PS045WL-0568

P.15～16

PS060WL-0269

P.13～14
PS060WL-0269

P.13～14

PS060WL-0618

P.15～16

ケーブル直・
PF/CD管
（混合可）

PS060FL-0595

P.15～16
PS060WL-0617

P.15～16
PS060WL-0616

P.15～16

異種管継手
（アダプター）

PS060FL-0609

P.17～18
PS060WL-0611

P.17～18
PS060WL-０６12

P.17～18

片壁中空壁ALC/コンクリート壁 ALC/コンクリート床

PS060WL-0610

P.17～18

片壁中空壁ALC/コンクリート壁 準耐火壁45分 ALC/コンクリート床

鋼製電線管テープ 工法一覧表

鋼
製
電
線
管
用

遮
音
シ
ー
ト

プ
ロ
セ
レ
ク
ト
キ
ッ
ト

     コンセントボックス
     SW用キット
     （片壁用）

    丸穴貫通
     （床用）キット

共
住
区
画

直ケーブル・
PF/CD管
（混合）

直ケーブル・
PF/CD管
（混合）

PF/CD管

ケーブル

工法一覧

異種管継手

直ケーブル・
PF/CD管
（混合可）

ケーブル
のみ

工法一覧

      

管
テ
ー
プ        

管
シ
ー
ト

P
F

P
F

/

CD管
埋設工法

コンセント
ボックス
（中空壁）

コンセント
ボックス
（耐火遮音）

ケーブル
ラック

バスダクト

工法一覧

延焼防止シート

関連法規

Q&A

施工箇所別
           工法選定早見表

製品別
           工法選定早見表

製品一覧 国土交通省大臣認定（建築基準法関連）

鋼
製
電
線
管
用

遮
音
シ
ー
ト

プ
ロ
セ
レ
ク
ト
キ
ッ
ト

コンセントボックス
SW用キット
（片壁用）

丸穴貫通
（床用）キット

共
住
区
画

直ケーブル・
PF/CD管
（混合）

直ケーブル・
PF/CD管
（混合）

PF/CD管

ケーブル

工法一覧

異種管継手

直ケーブル・
PF/CD管
（混合可）

ケーブル
のみ

工法一覧

CD管
埋設工法

コンセント
ボックス
（中空壁）

コンセント
ボックス
（耐火遮音）

ケーブル
ラック

バスダクト

工法一覧

延焼防止シート

関連法規

Q&A

      

管
テ
ー
プ        

管
シ
ー
ト

P
F

P
F

/

製品一覧

施工箇所別
 工法選定早見表

製品別
 工法選定早見表

PS045WL-0568

P.15～16

①鋼製電線管の片側にフィブロックを隙間なく巻き
   付けます。
②被覆付き針金または針金で固定します。
※詳しくは認定書をご確認ください。

　施工方法例

補助材

セキスイ耐火パテ
(NCJM001)

固定用針金(3.0m)

φ104用テープ
TBCZ013

φ75用テープ
TBCZ012

φ39用テープ
TBCZ011

木軸壁
対応

木軸壁
対応

木軸壁
対応

木軸壁
対応

下側
施工可

押出成
形

セメン
ト板

壁対応
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　標準施工図

ケーブル区画貫通措置部材

PF管・ケーブル
貫通用

鋼
製
電
線
管
用

遮
音
シ
ー
ト

プ
ロ
セ
レ
ク
ト
キ
ッ
ト

     コンセントボックス
     SW用キット
     （片壁用）

    丸穴貫通
     （床用）キット

共
住
区
画

直ケーブル・
PF/CD管
（混合）

直ケーブル・
PF/CD管
（混合）

PF/CD管

ケーブル

工法一覧

異種管継手

直ケーブル・
PF/CD管
（混合可）

ケーブル
のみ

工法一覧

      

管
テ
ー
プ        

管
シ
ー
ト

P
F

P
F

/

CD管
埋設工法

コンセント
ボックス
（中空壁）

コンセント
ボックス
（耐火遮音）

ケーブル
ラック

バスダクト

工法一覧

延焼防止シート

関連法規

Q&A

施工箇所別
           工法選定早見表

製品別
           工法選定早見表

製品一覧

Q&A
＜施工応用例-②＞

国土交通大臣認定品　
PS060WL-0711、PS060WL-0712、PS045WL-0713
PS060WL-0802、PS060WL-0803、PS045WL-0801

※片壁は38ページを参照ください。

【ケーブル】【PF管・CD管】

＜施工応用例-①＞

８
０
０
㎜
以
外

本認定は国土交通大臣認定の制度に伴い、ケーブルが壁面を貫通した状態の試験に基づく認定となっています。
スイッチカバーをつけた状態では区画貫通として扱われませんが、この状態の耐火性能は確認しております。
尚、ご使用の際には事前に所轄の行政機関へご確認をお願い致します。

※樹脂製ボックスは使用しないでください。
※「セキスイ耐火パテ (NCJM001)」（P21参照）以外は使用しないでください。

適用範囲

コンセントボックスと電線管が、壁を貫通する開口
部の距離が800 ㎜以外の場合には本認定は適用可能
でしょうか？

認定の施工方法とは異なりますが、耐火性能を確認し
ております。ご使用の際には事前に所轄の行政機関へ
ご確認をお願い致します。（ケーブル直でも同様です）

施工応用例のように、電線管が貫通する壁側に
コンセントボックスを設置する場合に本認定は適用
可能でしょうか？

認定の施工方法とは異なりますが、耐火性能を確認し
ております。ご使用の際には事前に所轄の行政機関へ
ご確認をお願い致します。（ケーブル直でも同様です）

No.

2

1 回答

回答

備考

●PS060WL-0711（6個用以下）
●PS060WL-0712（３個用以下）
●PS045WL-0713（準耐火４５分壁:３個用以下）

PS060WL-0711：　壁厚115㎜以上
PS060WL-0712： 壁厚100㎜以上
PS045WL-0713： 壁厚94㎜以上

施工応用例②に関する質問

施工応用例①に関する質問

鋼
製
電
線
管
用

遮
音
シ
ー
ト

プ
ロ
セ
レ
ク
ト
キ
ッ
ト

コンセントボックス
SW用キット
（片壁用）

丸穴貫通
（床用）キット

共
住
区
画

直ケーブル・
PF/CD管
（混合）

直ケーブル・
PF/CD管
（混合）

PF/CD管

ケーブル

工法一覧

異種管継手

直ケーブル・
PF/CD管
（混合可）

ケーブル
のみ

工法一覧

CD管
埋設工法

コンセント
ボックス
（中空壁）

コンセント
ボックス
（耐火遮音）

ケーブル
ラック

バスダクト

工法一覧

延焼防止シート

関連法規

Q&A

      

管
テ
ー
プ        

管
シ
ー
ト

P
F

P
F

/

製品一覧

施工箇所別
 工法選定早見表

製品別
 工法選定早見表

PS060WL-0712
PS045WL-0713
PF管テープ（TBCZ014)を
PF/CD管へ、
3本まで とも巻き可

セキスイ耐火パテ

PF管テープ

PF管シート

　製品仕様

貫通物 PF管 /CD管 ケーブル直

̶ ̶ ̶

セキスイ耐火パテ

φ110㎜以下

6個用以下

54.6%以下

占積率

ケーブル

合成樹脂製
可とう電線管

φ110㎜以下配管側 /
ケーブル側

PS060WL-0711 PS045WL-0713

サイズ

導体(又は芯線）
の断面積

中空壁：
厚94㎜以上

（準耐火構造45分）

PS060WL-0712

PF管・CD管
(JIS C 8411)

3 個用以下

開口寸法

国土交通大臣認定番号
壁の仕様

（国土交通大臣が指定もしくは
認定した壁）

アウトレット
ボックス

（コンセントボックス）

φ30.5 ㎜以下
( 呼び径22以下）

φ110㎜以下 φ110㎜以下

6個用以下

φ36.5 ㎜以下
( 呼び径28以下）

充てん材

寸法

54.6%以下 47.3%以下 38.1%以下 38.1%以下 27.9%以下

セキスイ耐火パテ

PS060WL-0803 PS045WL-0801PS060WL-0802

中空壁：
厚100㎜以上

中空壁：
厚115㎜以上

中空壁：
厚115㎜以上

中空壁：
厚100㎜以上

中空壁：
厚94㎜以上

（準耐火構造45分）

φ110㎜以下 φ110㎜以下

3個用以下

アウトレットボックス (コンセントボックス ) 貫通孔の面積に対する
ケーブル断面積の総合計の割合

22㎜2 以下（1本あたり）

320(±4)×
117(±4)× 
54(±4) ㎜以下

22㎜2 以下（1本あたり）

182(±4)×117(±4) ×
44(±4) ㎜以下

電線管の開口面積（内径）に対する
ケーブル断面積の割合

320(±4)×
117(±4)× 
54(±4) ㎜以下

※詳しくは認定書をご確認ください。

●PS060WL-0803（6個用以下）
●PS060WL-0802（３個用以下）
●PS045WL-0801（準耐火４５分壁:３個用以下）

PS060WL-0803：　壁厚115㎜以上
PS060WL-0802： 壁厚100㎜以上
PS045WL-0801： 壁厚94㎜以上

182(±4)×117(±4) ×
44(±4) ㎜以下

1㎜×150㎜×150㎜

2㎜×50㎜×2m

1㎜×100㎜×100㎜

サイズ（厚さ×幅×長さ）

セキスイ耐火パテ

品名

PF管テープ

PF管シート

1㎜×150㎜×150㎜

500g/ 袋NCJM001

SBCZ102

SBCZ101

SBCZ001

TBCZ014

品番

★PF管シートS100

★PF管シートS150

★スリット（切れ目）が入りハサミやカッターが不要です。

PF管シート
S100
SBCZ 101

PF管テープ
TBCZ014

セキスイ耐火パテ
NCJM001

PF管シート
SBCZ001

PF管シート
S150
SBCZ 102

スリット入りPF管シート

中空壁の防火区画に設置する
コンセントボックスの処理に
ご使用いただけます。

電線管（PF管 /CD管） アウトレットボックス (コンセントボックス ) 貫通孔（ノック穴）
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回答

必要製品

鋼
製
電
線
管
用

遮
音
シ
ー
ト

プ
ロ
セ
レ
ク
ト
キ
ッ
ト

コンセントボックス
SW用キット
（片壁用）

丸穴貫通
（床用）キット

共
住
区
画

直ケーブル・
PF/CD管
（混合）

直ケーブル・
PF/CD管
（混合）

PF/CD管

ケーブル

工法一覧

異種管継手

直ケーブル・
PF/CD管
（混合可）

ケーブル
のみ

工法一覧

CD管
埋設工法

コンセント
ボックス
（中空壁）

コンセント
ボックス
（耐火遮音）

ケーブル
ラック

バスダクト

工法一覧

延焼防止シート

関連法規

Q&A

      

管
テ
ー
プ        

管
シ
ー
ト

P
F

P
F

/

施工箇所別
 工法選定早見表

製品別
 工法選定早見表

製品一覧

鋼
製
電
線
管
用

プ
ロ
セ
レ
ク
ト
キ
ッ
ト

     コンセントボックス
     SW用キット
     （片壁用）

    丸穴貫通
     （床用）キット

共
住
区
画

直ケーブル・
PF/CD管
（混合）

直ケーブル・
PF/CD管
（混合）

PF/CD管

ケーブル

工法一覧

異種管継手

直ケーブル・
PF/CD管
（混合可）

ケーブル
のみ

工法一覧

      

管
テ
ー
プ        

管
シ
ー
ト

P
F

P
F

/

CD管
埋設工法

コンセント
ボックス
（中空壁）

コンセント
ボックス
（耐火遮音）

ケーブル
ラック

バスダクト

工法一覧

延焼防止シート

関連法規

Q&A

施工箇所別
           工法選定早見表

製品別
           工法選定早見表

製品一覧

遮
音
シ
ー
ト

施工個所目安

国土交通大臣認定品　
PS060WL-0750、PS060WL-0751、PS045WL-0752  

ケーブル区画貫通措置部材

遮音シート
コンセントボックス用

本認定は国土交通大臣認定の制度に伴い、ケーブルが壁面を貫通した状態の試験に基づく認定となっています。
スイッチカバーをつけた状態では区画貫通として扱われませんが、この状態の耐火性能は確認しております。
尚、ご使用の際には事前に所轄の行政機関へご確認をお願い致します。

備考

120㎜幅シートを取り出し、コンセン
トボックスの幅に切って背面に貼り付
けます。

4×4浅型の場合は、上下10㎜程度
折り返してください。

塗代カバーの長さに応じて10㎜テー
プを切断します。

塗代カバーのビス穴を塞がないように
注意し、四周にテープを貼り付けます。

テープが不足した場合は、隙間が出
ないように継ぎ足してください。

最後にボックス支持材を取り付けま
す。シートの上からビスでコンセント
ボックスに固定してください。

4

3

6

ビス穴

※コンセントボックスと壁の隙間ができないように
   コンセントボックスを設置してください。（遮音性能上）

コンセント
ボックスサイズ 箇所数

4×4浅・深型 10

6個用 4

大型四角浅型 8

1個用 1O

2個用 8

3個用 7

4個用 5

5個用 5

●鋼製および樹脂製のコンセントボックスの遮音処理にご使用いただけます。　　　
　防火区画部に使用する場合は、鋼製コンセントボックスのみご使用いただけます。

適用範囲（鋼製コンセントボックス限定）

標準施工方法

施工応用例②に関する質問

施工応用例①に関する質問

Q&A

コンセントボックスと電線管が、壁を貫通する
開口部の距離が800㎜以外の場合には、本認定
は適用可能でしょうか？

認定の施工方法とは異なりますが、耐火性能を
確認しております。ご使用の際には事前に所轄
の行政機関へご確認お願い致します。

施工応用例のように、電線管が貫通する壁側に
コンセントボックスを設置する場合に本認定は
適用可能でしょうか？

認定の施工方法とは異なりますが、耐火性能を
確認しております。ご使用の際には事前に所轄
の行政機関へご確認お願い致します。

No.

2

1 回答

※防火区画を貫通する場合は、樹脂製ボックスは使用しないでください。
※「セキスイ耐火パテ (NCJM001)」（P21参照 ) 以外は使用しないでください。

＜施工応用例-②＞

※片壁の施工は38ページを参照ください。

＜施工応用例-①＞

8
0
0
㎜
以
外

PF/CD管貫通部ボックス塗代部

遮音テープ（10㎜幅）
を塗代に貼付 ボックス背面部

遮音シート（120㎜幅）
を背面に貼付

遮音シート
コンセントボックス用 TBCN001

品名 品番

PF管テープ TBCZ014

PF管シート SBCZ001

★PF管シートS100 SBCZ101

セキスイ耐火パテ

PF管テープ

PF管シート

遮音シート
（120㎜幅) 遮音テープ

（10㎜幅)

2

5

セキスイ耐火パテ
NCJM001

PF管シート
SBCZ001

PF管テープ
TBCZ014

●準耐火構造４５分の壁にもご使用いただけます。
コンセントボックス部の耐火遮音処理が可能に。

PS060WL-0751
PS045WL-0752
PF管テープ（TBCZ014)を
PF/CD管へ、
3本まで とも巻き可

TBCN001

1

★PF管シートS150 SBCZ102

セキスイ耐火パテ NCJM001

★スリット（切れ目）が入りハサミやカッターが不要です。

国土交通大臣認定番号

コンセントボックス部

厚　さ

①中空壁 （両面強化石こうボード重ね張り（準耐火構造））
②耐火構造６０分の壁

電線管貫通部

PS045WL-0752

アウトレットボックス
(コンセントボックス)

合成樹脂製
可とう電線管

中空壁 （準耐火構造45分）

PS060WL-0750 PS060WL-0751

開口寸法

ケーブル

種類
サイズ

導体（又は芯線）の断面積

寸法

115㎜以上 
284×92㎜以下

100㎜以上 94㎜以上 
146 ×92㎜以下

φ110mm以下

182（±4）×117（±4）×44（±4）㎜以下
（1～3個用）

JIS C 8411
PF管・CD管

呼び径28(外径36.5㎜)以下 呼び径22(外径30.5㎜)以下

320（±4）×117（±4）×54（±4）㎜以下
（1～6個用）

22㎜2以下（１本あたり）

規格

壁の仕様
（国土交通大臣が指定もしくは認定した壁)
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耐火シート

耐火テープ

　標準施工図

鋼
製
電
線
管
用

遮
音
シ
ー
ト

プ
ロ
セ
レ
ク
ト
キ
ッ
ト

     コンセントボックス
     SW用キット
     （片壁用）

    丸穴貫通
     （床用）キット

共
住
区
画

直ケーブル・
PF/CD管
（混合）

直ケーブル・
PF/CD管
（混合）

PF/CD管

ケーブル

工法一覧

異種管継手

直ケーブル・
PF/CD管
（混合可）

ケーブル
のみ

工法一覧

      

管
テ
ー
プ        

管
シ
ー
ト

P
F

P
F

/

CD管
埋設工法

コンセント
ボックス
（中空壁）

コンセント
ボックス
（耐火遮音）

ケーブル
ラック

バスダクト

工法一覧

延焼防止シート

関連法規

Q&A

施工箇所別
           工法選定早見表

製品別
           工法選定早見表

製品一覧

適用範囲

片壁(強化せっこうボード2枚張り）の防火区画に設置する
コンセントボックス部にご使用いただけます。

ケーブル区画貫通措置部材

コンセントボックス
SW用キット

SW4×4浅・深型用キット

SW大浅・深型、2～4個用キット

品名
サイズ（縦×横） 入数/キット入数/キット

86㎜×43㎜

106㎜×47㎜

巻き長さ

耐火シート（ボックス用） 耐火テープ（塗代カバー用）
品番

KSW-101

KSW-102

製品仕様　　　　　　　　

12枚

12枚

2.84m

2.22m

1巻

1巻

●大・深型・4個口へ適用可能です。
●ボックス内の耐火パテが不要です。
●1キットで複数箇所に施工可能です。

※2品番で7種類のボックスに適応可能です。 加熱終了後の鋼製ボックス内部

耐火シートが膨張しボックス内を完全に
埋めます。

 膨張した耐火シート

 膨張した耐火テープ

参考

コンセントボックスサイズ（mm）

4×4

１８２×１１７
×４４

◎適応するボックスと耐火シートの使用枚数

SW4×4浅・深型用キット
（KSW-101）

SW大浅・深型2～4個用キット
（KSW-102）

施工可能箇所数／キット

大型四角

１０２×１０２
×４４

１０２×１０２
×５４

１１９×１１９
×４４

１１９×１１９
×５４

１３６×１１７
×４４

２２８×１１７
×５４

3個用
浅型 深型 浅型 深型

2個用 4個用

ー2枚 2枚 ー ー ー ー

3枚ー ー 2枚 2枚 2枚 4枚

4箇所6箇所 6箇所 6箇所 6箇所 5箇所 3箇所

品名
（品番）

品名
（品番）

コンセントボックスの設置と
PF/CD管貫通の組み合わせ例

本認定は国土交通大臣認定の制度に伴い、ケーブルが壁面を貫通した状態の試験に基づく認定となっています。
スイッチカバーをつけた状態では区画貫通として扱われませんが、この状態の耐火性能は確認しております。
尚、ご使用の際には事前に所轄の行政機関へご確認をお願い致します。

備考

　施工手順は39ページをご参照ください。
注意：中空壁にはご利用頂けません。

国土交通大臣認定品　PS060WL-0672

ボックス側

PF管 /CD管

PS060WL-0672
190×92㎜以下

材料規格
サイズ

合成樹脂製
可とう電線管

PF管/CD管
(JIS C 8411)

鋼板（JIS G 3131）

貫通物

開口寸法

国土交通大臣認定番号

壁の仕様
（国土交通大臣が指定もしくは認定した壁）

228(±4)×117(±4) ×54(±4)㎜以下 

アウトレット
ボックス

(コンセントボックス )

ケーブル

呼び径22(外径30.5㎜)以下

寸法

鋼製1～4個用ボックス

片壁（片面強化石こうボード重張）
厚42㎜以上

22㎜2 以下（1本あたり）

●PS060WL-0358
　（23ページ）

●PS060WL-0672
　（本ページ）

●PS060WL-0672
　<片壁＞

耐火シート

耐火テープ

壁厚42 ㎜以上
（厚21㎜の強化せっこうボード2枚張り）

鋼
製
電
線
管
用

遮
音
シ
ー
ト

プ
ロ
セ
レ
ク
ト
キ
ッ
ト

コンセントボックス
SW用キット
（片壁用）

丸穴貫通
（床用）キット

共
住
区
画

直ケーブル・
PF/CD管
（混合）

直ケーブル・
PF/CD管
（混合）

PF/CD管

ケーブル

工法一覧

異種管継手

直ケーブル・
PF/CD管
（混合可）

ケーブル
のみ

工法一覧

CD管
埋設工法

コンセント
ボックス
（中空壁）

コンセント
ボックス
（耐火遮音）

ケーブル
ラック

バスダクト

工法一覧

延焼防止シート

関連法規

Q&A

      

管
テ
ー
プ        

管
シ
ー
ト

P
F

P
F

/

製品一覧

施工箇所別
 工法選定早見表

製品別
 工法選定早見表

KSW-101 KSW-102

＜施工応用例＞

大浅・深型・4個口BOX
への適用可

ボックスとPF管接続部の
耐火パテの充填不要

壁厚42㎜以上

PF管シート
PF管テープ

※樹脂製ボックスは使用しないでください。
※ボックスからの配管はPF管/CD管のみです。

導体(又は芯線）
の断面積
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鋼
製
電
線
管
用

遮
音
シ
ー
ト

プ
ロ
セ
レ
ク
ト
キ
ッ
ト

     コンセントボックス
     SW用キット
     （片壁用）

    丸穴貫通
     （床用）キット

共
住
区
画

直ケーブル・
PF/CD管
（混合）

直ケーブル・
PF/CD管
（混合）

PF/CD管

ケーブル

工法一覧

異種管継手

直ケーブル・
PF/CD管
（混合可）

ケーブル
のみ

工法一覧

      

管
テ
ー
プ        

管
シ
ー
ト

P
F

P
F

/

CD管
埋設工法

コンセント
ボックス
（中空壁）

コンセント
ボックス
（耐火遮音）

ケーブル
ラック

バスダクト

工法一覧

延焼防止シート

関連法規

Q&A

施工箇所別
           工法選定早見表

製品別
           工法選定早見表

製品一覧

　標準施工図

　標準施工方法 

❶鋼製ボックスサイズが適応範囲であることを確認します。　※樹脂製ボックスには使用できません。

❷「耐火シート」裏面の離型紙をはがし、必要枚数（37ページ参照）をボックスの内側から背面に貼り付けます。

❹ボックスに支持金具を使用し、壁下地材に取り付けます。

❸塗代カバーの四周に「耐火テープ」を必要長さに切断し、離型紙をはがして貼り付けます。

❺強化石膏ボードを取り付け、貫通部が適合する穴をあけます(190×92㎜以下)。

注)アウトレットボックス（コンセントボックス）の貫通孔は「耐火シート」で閉塞していることを確認すること。

●PF/CD管　配管
　PS060WL-0711など
●ケーブル配管
　PS060WL-0803など

片壁（強化せっこうボード２枚張り） 中空壁壁

強化せっこうボード重張
壁厚42㎜以上
（21㎜ x2枚以上）

強化せっこうボード重張
壁厚42㎜以上
（21㎜ x2枚以上）

ふかし壁 or
雑壁

●PS060WL-0672

※左図の片壁工法ではご利用頂けません。

ご注意 片壁および中空壁におけるコンセントボックスの耐火処理に関し、
認定工法の混同にご注意ください。

防火区画を形成 防火区画を形成 防火区画を形成

断面
図

使用
部材

認定
工法

参照
ページ       P.37～39 P.31～32

※右図の中空壁工法はご利用頂けません。

強化せっこう
ボード（21㎜）
2枚張り

耐火テープ 耐火シート 塗代カバー
耐火テープ

悪い施工例

例）
コンセントボックス：3個用
SW大の「耐火シート」3枚を
ボックス内側の背面に貼り付けます。 

耐火シート

PF管テープ・PF管シート
セキスイ耐火パテ

コンセントボックス　SW用キット
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コンセントボックス
SW用キット
（片壁用）

丸穴貫通
（床用）キット

共
住
区
画

直ケーブル・
PF/CD管
（混合）

直ケーブル・
PF/CD管
（混合）

PF/CD管

ケーブル

工法一覧

異種管継手

直ケーブル・
PF/CD管
（混合可）

ケーブル
のみ

工法一覧

CD管
埋設工法

コンセント
ボックス
（中空壁）

コンセント
ボックス
（耐火遮音）

ケーブル
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バスダクト

工法一覧

延焼防止シート

関連法規

Q&A
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製品一覧

施工箇所別
 工法選定早見表

製品別
 工法選定早見表

防火区画には無関係 

KSW-101 KSW-102

ケーブル区画貫通措置部材

コンセントボックス
SW用キット

NCJM001SBCZ001

TBCZ014
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Q&A
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コンセントボックス
SW用キット
（片壁用）

丸穴貫通
（床用）キット
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住
区
画

直ケーブル・
PF/CD管
（混合）

直ケーブル・
PF/CD管
（混合）

PF/CD管

ケーブル

工法一覧

異種管継手

直ケーブル・
PF/CD管
（混合可）

ケーブル
のみ

工法一覧

CD管
埋設工法

コンセント
ボックス
（中空壁）

コンセント
ボックス

（耐火遮音）

ケーブル
ラック

バスダクト

工法一覧
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 工法選定早見表

製品別
 工法選定早見表

 回　　答 質　　問品種 No 参照

鋼
製
電
線
管
用

遮
音
シ
ー
ト

プ
ロ
セ
レ
ク
ト
キ
ッ
ト

     コンセントボックス
     SW用キット
     （片壁用）

    丸穴貫通
     （床用）キット

共
住
区
画

直ケーブル・
PF/CD管
（混合）

直ケーブル・
PF/CD管
（混合）

PF/CD管

ケーブル

工法一覧

異種管継手

直ケーブル・
PF/CD管
（混合可）

ケーブル
のみ

工法一覧
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CD管
埋設工法

コンセント
ボックス
（中空壁）

コンセント
ボックス

（耐火遮音）

ケーブル
ラック

バスダクト

工法一覧

延焼防止シート

関連法規

Q&A

施工箇所別
           工法選定早見表

製品別
           工法選定早見表

製品一覧

区画貫通関連法規❷

7.消防法関連の防火区画
●令８区画（消防法施行令第８条）
耐火２時間構造の壁・床で仕切ることにより、１棟の建物であ
っても別々の防火対象物（全く別の建物）とみなすために設
ける区画です。消防用設備等の設置や維持の規定が、少ない
面積としての適用を受けます。

令8区画
（無開口の耐火2時間構造の壁・床）

●共住区画
消防法上の「特定共同住宅」に該当する集合住宅で個々の
住戸を別々の防火対象物とみなすために、耐火構造の壁・床
で仕切られた区画です。その他の規定とあわせて基準を満
足することにより、消防用設備等の設置を緩和できます。

共住区画 
（無開口の耐火構造の壁・床）

住戸

廊下

住戸 住戸
面積（Ａ＋Ｂ） 面積Ａ 面積Ｂ

8.各区画の壁・床の耐火構造と区画貫通部の耐火要求性能　各区画ごとに以下のように決められています。　

イ.非加熱側へ10 秒を超えて継
　続する火炎の噴出がないこと
ロ.非加熱面で10 秒を超えて継
　続する発炎がないこと
ハ.火炎が通る亀裂等の損傷及び
　隙間を生じないこと

配管の呼び径

耐火性能

開口相互の
離隔距離

要求
性能

遮炎性

イ.加熱面以外の面に火災を出す原因となる　
　亀裂その他の損傷を生じないこと
ロ.加熱面以外の面に10秒以上継続して火災
　 が出ないこと

イ.加熱面以外の面に火災を出す原因となる　
亀裂その他の損傷を生じないこと

ロ.加熱面以外の面に10秒以上継続して火災
　が出ないこと

建築基準法施行令第129条の2
の5第1項第七号ハ

制限なし

鉄筋コンクリート造
鉄骨鉄筋コンクリート造
軽量気泡コンクリート（ＡＬＣ）造
せっこうボード中空壁

給排水管、空調用冷温水管、ガス管、冷媒
管、配電管など

実績では0.75㎡が最大

穴の直径の大なる方の距離（当該直径が
φ200㎜の場合は200㎜）以上 
ただし、住戸等と共用部分との間の耐火構造
の共住区画にあってはこの限りではない

配電管、給水管、排水管

なし

耐火2時間構造
鉄筋コンクリート造
鉄骨鉄筋コンクリート造
など容易に変更できない耐火構造

20分間、45分間、最大60分間

国土交通大臣認定書

防火区画等

なし

令8区画 共住区画

壁・床の構造

なし

関連法案

配管の用途

開口径

遮熱性

遮煙性

証明する方法

円形：φ300㎜以下、矩形：φ300㎜の円に
相当する面積（0.07㎡）以下

円形：φ300㎜以下、矩形：φ300㎜の円に
相当する面積（0.07㎡ ）以下

穴の直径の大なる方の距離（当該直径が
φ200㎜の場合は200㎜）以上 

2時間 1時間

総務省令第40号、消防庁告示2.4号消防法施行令第8条、消防予５３号通知

呼び径200㎜以下

準耐火構造
耐火構造

原則として給排水管

呼び径200㎜以下

非加熱面温度が200℃以下

（一財）日本消防設備安全センターの性能評定書
（※必須ではない） 

非加熱面温度が200℃以下

（一財）日本消防設備安全センターの性能評定書
（※必須ではない） 

加熱時間における煙発生量をmで表した数値
に減光係数を乗じて得た値が３m/ｍ以下であ
ること

加熱時間における煙発生量をm3で表した数値
に減光係数を乗じて得た値が0m3/ｍである
こと

3

3

フィブロックケーブル区画貫通用
Q&A

ベランダ
認定シールが欲しいのですが?

フィブロックホームページからWEB申請にて、1現場ごとにご請求
頂けます。申請内容を確認の上、ご請求枚数の認定シールを送付さ
せていただきます。

発送は、メール便（ポスト投函）にてお届け致します。

建築設備設計・施工上の指導指針」2013年版(編集 日本建築行
政会議)では、「防火区画貫通部措置工法の表示について」として
「国土交通大臣の認定工法による防火措置を実施した場合に
は、認定工法を取得した工法であることを明確に示すため、施工
者は、その工法の認定番号、認定取得会社、施工会社名等を記載
したマークやラベルを施工場所の容易にわかる位置に貼る等、留
意すべきである。」と言及されています。

認定シールはどこに貼ればいいのですか？
決まりはありません。 
フィブロックの施工が確認しやすい場所に貼ってください。
(Q&A No.1もあわせてご参照ください）

認定シールは必ず貼らなくてはいけませんか?

PF管用フィブロックは、共住区画に使用できるよう(一財)日本消
防設備安全センターの性能評定を取得しております。                    
 令8区画は原則としてケーブルの貫通が認められておりません。

消防法上の共住区画や令8区画には使えますか?

コンクリートブロック壁に使用可能ですか?

デッキ床に使えますか?

貫通穴同士の離隔距離に制約はありますか?

2時間耐火を要求された防火区画の壁・床を貫
通する場合に使えますか?

壁貫通の場合、フィブロックは壁のどちら側に
施工しても良いのですか?

屋外で使えますか?

防火区画壁に位置する梁貫通部に使えますか?

弊社営業所にお問い合わせください。

弊社営業所にお問い合わせください。

ご使用頂けます。壁・床の耐火時間に関係なく区画貫通の耐火要求
性能は最大1時間です。

壁のどちら側でも構いません。

 紫外線及び水がかからないところでご使用ください。

弊社営業所にお問い合わせください。

全
　
　
般

鋼
製
電
線
管
用

国土交通大臣認定においては、制約はありません。
（一財）日本消防設備安全センターの性能評定においては制約があ
りますので、評定書をご確認いただきますようお願い致します。

壁貫通のフィブロックの固定には樹脂製イン
シュロックは使えますか？

認定工法外となるのでご使用頂けません。被覆付針金等をご使用
ください。

ケーブルが貫通していない予備配管（空配管）に
使えますか?

厚鋼（G管）、薄鋼（C管）、ネジ無し（E管）、
ネジ有りの電線管すべてに使えますか？

鋼製電線管の片側に鋼製のプルボックスがつ
いた場合に施工できますか？ 弊社営業所にお問い合わせください。

ＪＩＳ C 8305で規定される全ての鋼製電線管にご使用頂けます。

1

２

３

4

5

6

7

8

9

10

11

14

15

16

17

18

̶

P.1-２

̶

P.２9-30

̶

̶

̶

P.50-51

̶

̶

̶

P.11-１8

P.11-１8

Q&A

φ0.39㎜以上の鋼線、ステンレス線、銅線がご使用頂けます。
被覆材は無しまたはポリエチレン系樹脂、ポリエチレンテレフタラー
ト系樹脂、ポリプロピレン系樹脂、塩化ビニル系樹脂となります。

フィブロックの固定にはどのような被覆付針金
が使えますか？ P.11-１8

弊社営業所にお問い合わせください。

環境負荷物質を使用していますか? 具体的な物質名をご確認の上、弊社営業所にお問い合わせください。

12

13 ̶

̶

̶

̶

RCF（リフラクトリーセラミックファイバー）や
石綿（アスベスト）を含有していますか？

　本カタログに掲載されています全ての製品において、含有してお
りません。
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Q&A
鋼
製
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用

遮
音
シ
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ト

プ
ロ
セ
レ
ク
ト
キ
ッ
ト

     コンセントボックス
     SW用キット
     （片壁用）

    丸穴貫通
     （床用）キット

共
住
区
画

直ケーブル・
PF/CD管
（混合）

直ケーブル・
PF/CD管
（混合）

PF/CD管

ケーブル

工法一覧

異種管継手

直ケーブル・
PF/CD管
（混合可）

ケーブル
のみ

工法一覧

      

管
テ
ー
プ        

管
シ
ー
ト

P
F

P
F

/

CD管
埋設工法

コンセント
ボックス
（中空壁）

コンセント
ボックス

（耐火遮音）

ケーブル
ラック

バスダクト

工法一覧

延焼防止シート

関連法規

Q&A

施工箇所別
           工法選定早見表

製品別
           工法選定早見表

製品一覧

フィブロックケーブル区画貫通用
Q&A

問題ありません。　

弊社営業所にお問い合わせください。

使用可能な埋め戻し材を教えてください。

床の認定(PS060FL-0638)はパテなしです
がモルタルを詰めてもよいですか?

認定施工方法とは異なりますが、耐火性能を確認しております。ご使用
の際には事前に所轄の行政機関へご確認をお願い致します。

右図のようにコンセン
トボックスと電線管が、
壁が貫通する開口部の
距離が800㎜以外の
場合には本認定は適用
可能でしょうか？

  回　　答質　　問品種

防火区画60分耐火の壁や床に使用できますか?

PF管は通せますか?

本製品は片壁にのみご利用頂けます。中空壁内のコンセントボック
ス処理は31～32ページをご参照ください。

中空壁にコンセントボックスを設置する際に
使えますか?

片壁のコンセントボックスの施工にPF管テー
プ・PF管シートは使用できますか?

コンセントボックスの塗代カバーが狭くて耐
火テープがきちんと貼れない場合があるがど
うすればよいか?

耐火シートをねじで固定しても問題ありませんか？

耐火パックが破れたのですが、使えますか?

問題ありません。

塗代カバーからはみ出してもそのまま貼ってください。

ご使用頂けません。破れていない製品をご使用ください。

PF管の貫通部などコンセントボックス以外での
耐火遮音処理に使えますか?

ケ
ー
ブ
ル
ラ
ッ
ク
・
バ
ス
ダ
ク
ト

貫
通
用
キ
ッ
ト

床の施工後に「足元注意」や「踏抜厳禁」のよう
なシールが欲しいのですが？

ご使用いただけません。片壁（片面強化石こうボード重張）への施工
にはコンセトボックスSW用キットをご使用ください。認定番号は
PS060WL-0672です。

本製品は、認定上、中空壁に設置されたコンセントボックスのみに使
用可能ですので、PF管の貫通部等にはご使用頂けません。

耐火テープを貼った後、壁との間に隙間が出来
た場合に問題になりますか?

貫通した鋼製電線管やPF管/CD管にケーブル
を通さず、空配管にしても大丈夫ですか？

認定書の10㎜＋10㎜の表記はどのような意味
ですか?

天井スラブ付近に開口があり、開口部と天井
スラブとの離隔距離が20㎜未満の場合はどう
すれば良いですか?

PF管テープの周囲を被覆付針金で留めても問
題ありませんか？

セキスイ耐火パテ以外で、PS060WL-0213、0297、0358、0371、0372では
(1)耐熱シール材：
ポリオレフィン系バインダー入り無機質充填材がご使用可能です。
(2)せっこう系補修材：
ジプシール、タイガーGLボンド*がご使用可能です。
*ジプシール、タイガーGLボンドはいずれも吉野石膏株式会社の商標です。

貫通できるケーブルの本数に制限はありますか? 本数に制限はありませんが、占積率・総導体断面積等に制限があります。

マンションの共住区画の壁貫通に使用できますか?
(一財)日本消防設備安全センターの性能評定を取得しておりま
すのでご使用いただけます。

ケーブルが貫通していない予備配管（空配管）に
使えますか？ 必ず1本以上のケーブルを敷設してください。

モルタルを詰めることは耐火性能上有利に働きますので、耐火性
能上は問題ありません。但し、事前に所轄の行政機関へご確認を
お願い致します。

P
F
管
テ
ー
プ
・
シ
ー
ト

ケ
ー
ブ
ル
・
電
線
管
の
み
又
は
混
合

コ
ン
セ
ン
ト
ボ
ッ
ク
ス

フィブロックケーブル区画貫通用
Q&A

P
F
管
テ
ー
プ
・
シ
ー
ト

コ
ン
セ
ン
ト
ボ
ッ
ク
ス

サ
ブ
ウ
ェ
イ

本工法に対応する国土交通大臣認定工法はなく、(一財)日本消防設
備安全センターの性能評定のみ取得済です。評定工法の施工可否
に関しては、事前に所轄の行政機関へのご確認をお願い致します。

原則として、消防評定では(一財)日本消防設備安全センターの性能
評定書に記載のないものを貫通することは出来ません。ただし、耐
火性能上は問題はありませんので、使用にあたって所轄の行政機
関にご確認をお願い致します。

隙間が生じないように施工してください。 
施工できない場合は、弊社営業所にお問い合わせください。

ご請求頂きました認定シールの発送時に「踏抜厳禁」のシールを同
梱致しますので　ご活用ください。

原則として隙間を10㎜以下となるように施工し、部分的にプラス10
㎜(最大20㎜)になっても耐火性能に問題がないという意味です。

弊社営業所にお問い合わせください。

遮
音
シ
ー
ト

コ
ン
セ
ン
ト
ボ
ッ
ク
ス
用

丸
穴
用

コ
ン
セ
ン
ト
ボ
ッ
ク
ス

S
W
用
キ
ッ
ト

No 参照

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

壁貫通の際にはPF管テープを巻いた後にPF管
シートを貼り付ける、床貫通ではPF管シートを貼
り付けたあとにPF管テープを巻くとありますが、
逆の手順では施工できますか？

壁の場合は、逆の手順でも耐火性能上問題ありません。但し、事前
に所轄の行政機関へご確認をお願い致します。
尚、床の場合は、必ずPF管シート、PF管テープの順で施工してく
ださい。　

P.22

P.22 

̶

P.29

P.21-24

P.21-32

P.21-28

P.25-26

31

32

33

34

35

36

37

38

39

41

42

43

P.3８

P.３０

P.３０

P.３１-３２

P.3９

P.3９

P.3７-４０

P.４１-４２

P.1-２

P.４８ 

両面ラックは施工可能ですか？

両面ラックの施工は国土交通大臣認定工法PS060FL-0808に
適合しております。その場合、プロセレクトボードおよびプロセ
レクトパテが認定書通り施工できるようにケーブルの敷設位置を
考慮してください。

44 P.４６

 回　　答  質　　問品種 No 参照

鋼
製
電
線
管
用

遮
音
シ
ー
ト

プ
ロ
セ
レ
ク
ト
キ
ッ
ト

コンセントボックス
SW用キット
（片壁用）

丸穴貫通
（床用）キット

共
住
区
画

直ケーブル・
PF/CD管
（混合）

直ケーブル・
PF/CD管
（混合）

PF/CD管

ケーブル

工法一覧

異種管継手

直ケーブル・
PF/CD管
（混合可）

ケーブル
のみ

工法一覧

CD管
埋設工法

コンセント
ボックス
（中空壁）

コンセント
ボックス

（耐火遮音）

ケーブル
ラック

バスダクト

工法一覧

延焼防止シート

関連法規

Q&A

      

管
テ
ー
プ        

管
シ
ー
ト

P
F

P
F

/

製品一覧

施工箇所別
 工法選定早見表

製品別
 工法選定早見表

コンセントボックスの形状に制限はありますか？

耐火認定が必要とされない場合は、形状に制限はありません。
尚、小判型コンセントボックスにおいては、遮音テープを壁と塗代カ
バーの接地面に貼付し、遮音テープと壁をしっかりと密着させて隙
間が無いように処理をお願い致します。

中空壁において開口補強は必要ですか？ 必要です。鋼製（厚さ0.6㎜以上）または壁を構成する壁材と同等の
材料による開口補強材を設けてください。

40

45

P.3５

P.４７

ー

PF管、CD管が途中で切断されている場合で
も使えますか？

PF管テープを巻き付け可能な長さ（100㎜以上）であれば、認
定工法通り施工していただき、切断部分を耐火パテで充填するこ
とで、耐火性能上は問題ありません。但し、事前に所轄の行政機
関へご確認をお願い致します。

押出成形セメント板（（例）アスロック＊)の壁
にケーブルを貫通する認定はありますか？

19 P.13-１4鋼製電線管を用いた認定工法（PS060WL-0269）で対応可能です。
＊アスロックは株式会社ノザワの商標です。                    　

P.31-32 

８
０
０
㎜
以
外

認定施工方法とは異なりますが、耐火性能を確認しております。ご使用の
際には事前に所轄の行政機関へご確認をお願い致します。30 P.31-32 

右図のように電線管が
貫通する壁側にコンセ
ントボックスを設置する
場合に施工可能でしょ
うか？

̶

̶
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